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児童生徒の防災に対する意識を高めるために、全学級で防災学習を行いました。 

小学部 こんなときどうするのかな？  

 地震が起こった時に、どんな行動をとるとよいか DVDや○×クイズで確認し、実際にやってみ

ることを大切にして学習しました。高学年になると、どうしてその行動がよいのかまで考え、自分

で判断する力を試しながら、学習に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

中学部 確かめてみよう 危険な場所と防災グッズ  

  非常食のカレーやみそ汁を作って試食したり、地震があったときにどうするのかをクイズ形式で

学習したり、家から持ってきた非常食の確認をしたりしました。教室の中の危険なところ探しでは 

「蛍光灯が落ちてくる」「本棚が倒れる」などに気付くことができました。 

みんな、非常食用のリュックの中身を 

知らなかったので、興味津々でした。 

教師が、「非常食には、何があるの 

かな？」と問いかけると「アイス」「ジュース」 

などと答えていましたが、リュックの中には水 

がたくさん入っていて「水がたくさん！」と少し 

興奮気味でした。 

 

高等部 「物が落ちてこない・倒れてこない」ように、備えよう！ 
ＤＶＤを視聴し地震の恐ろしさを実感した生徒たち。その後校内を見回り、危ないと思う場所を

探し、交流しました。「棚やロッカーは固定するだけでなく、物が飛び出さないようにすることが

大切だと思った。」「物が倒れない・落ちてこないようにしておくことで、命を守れると分かった。」

「家の中にも注意する場所がないか確認したい。」など多くの意見が出ました。また、非常用持ち

出し袋の中身について考えた学級では、「非常食の他にも、懐中電灯や防災ラジオ、簡易トイレな

どあるといい。」「百均で用意できそうなものが多かったから、家族と一緒に家にも準備したい。」

など、多くの意見が出ました。 
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保護者の皆様には、非常食の準備にご協力いただ

き、ありがとうございました。実際に、かばんの中

にある非常食を確認したり、自分で持つことができ

るかを確認したりして、いざという時に備えること

ができました。 
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どうぞ、健康には十分気
をつけて、楽しい冬休み
をお過ごしください。 

２月５日（月） 第２回いじめ防止等対策検討会議   
本校では、日々の学校生活の様子や懇談、アンケート、保護者からの情報などから子

ども達の様子を把握し、どの子も自分らしく学校生活を送ることができることを願って
いじめの未然防止、早期発見、早期対応に努めています。本校の取組をいじめ防止等対
策検討会議で振り返り、今後のことを考えました。 
＊「どの子も自分が大切にされて学校生活を送り、力をつけていく」こと。 
＊「いじめかどうかの判別ではなく、本人の困り感を解消する」という姿勢で、傷つ

いている子どもと向き合うこと。 
＊同じ言動でも人によって受け止め方が違っているので、どこが誤解を招いたのか、
何がいけなかったのか、次回から何に気を付けるかが分かるように教えること。 

の大切さを再確認しました。また、いじめを許さず子どもを大切にする職員の意識や態
度、具体的に事例を示しながら、繰り返し伝えていくことを意識した指導力が高められ
るよう職員研修も継続していきます。 
特に、トラブルの原因になりやすい SNS等の利用については、繰り返し、情報モラル

の学習をし、長期休暇の前には、情報モラルの確認を行うことで、子ども達の困り感の
解消につなげていきます。 
保護者の方で、もしご心配なことがありましたら、いつでも御相談ください。 
本校の「いじめ防止基本方針」HPの「各種報告」に掲載しておりますので、ぜひご覧

ください。 

１月２５日（木）  学校見学会（企業向け）   

 地域の企業の方に、本校の様子を知っていただき、障がい者雇用に関して意見交換を行

う学校見学会を開催しました。今回は、見学だけでなく、作業学習を体験していただいた

ので、参加してくださった方と生徒たちとが交流することもできました。 

 意見交換会では、「現場実習を通して生徒が学んでいること」や「社内の体制整備」につ

いて事例発表を通して考えていだたく機会となりました。 

 今後も、多くの方に本校の取組を知っていただく機会を作っていこうと考えております。 

 

＜ 学校見学会参加者の皆さんの声 ＞ 
＊生徒の礼儀正しさ、集中力、また、作業内容が高度で、細か

くて驚きました。 

＊質問したことにしっかりと答えてくれ、雇用も考えられると

感じました。 

＊困った時に困ったと言える体制づくりは社会人としても大

切で素晴らしい。 

＊生徒の雇用に至るまでの流れや個人の課題、指導方法につい

て理解できた。 

＊実際に雇用している会社の話を聞くことができてよかった。 

＊将来の経験のために、長期アルバイトをしてもらいたい。 


